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天塩川における魚類等の生息環境保全に関する平成 24 年度年次報告書 

 

1. はじめに 

天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会議（以下「専門家会議」という。）は、平成 19

年 10 月の天塩川水系河川整備計画の策定を受け、天塩川流域における魚類等の移動の連続

性確保および生息環境の保全に向けた川づくりや、サンルダム建設におけるサクラマスの遡

上・降下対策を審議することを目的として設置された。 

平成 19 年 11 月の専門家会議準備会から、平成 21 年 4 月の第 10 回専門家会議まで約 1年

半、11 回にわたる議論や現地視察、他の専門家との意見交換等、様々な検討を重ねて、平成

21 年 4 月に「天塩川における魚類等の生息環境保全に関する中間取りまとめ（平成 20 年度

年次報告書）」（以下「中間取りまとめ」という）として、今後取り組むべき施策や方向性に

ついて中間取りまとめを行った。この中間取りまとめについては、その時点において最善と

判断される取り組むべき施策や方向性を取りまとめたものであり、今後も専門家会議として

継続的に検討・検証・評価していくものである。 

以上の議論を踏まえ、平成 21年度以降これまで平成 21年度年次報告書(平成 22年 6月)、

平成 22年度年次報告書(平成 23 年 4月)及び平成 23年度年次報告書(平成 24年 4月)を取り

まとめてきたが、これに引き続き今年度においても、天塩川流域において今年度実施したモ

ニタリング調査等の結果について、平成24年度年次報告書としてとりまとめたものである。 

 

2. 専門家会議の活動状況 

今年度の専門家会議の進め方としては、昨年度に引き続き専門家会議委員によるワーキン

ググループにおいて、必要に応じて他の専門家を含めて機動的に専門的な課題の検討を行い、

その検討結果を専門家会議に報告することとした。 

設置されているワーキンググループは、流域ワーキンググループと魚道ワーキンググルー

プの２つであり、その活動概要は以下の通りである。 

1) 流域ワーキンググループ 

今後の魚類等の生息環境保全に向けて、山田委員を中心として、流域水循環モデル

について、流域特性等について検討を行った。 

2) 魚道ワーキンググループ 

天塩川流域における魚類生息環境の保全・改善をおこなうため、妹尾委員と安田委

員を中心として、魚類等の移動を阻害している横断工作物への魚道設置の検討や関係機

関を含めた技術力向上の取り組みなどを行った。  
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3. 天塩川流域における魚類等関連調査結果 

3-1.天塩川流域における魚類調査結果 

魚類等の生息環境の保全・改善および魚類の移動の連続性確保の実施にあたり、その効果

を把握するため各種モニタリング調査を実施している。 
 

1) 天塩川流域のサクラマス幼魚生息密度調査 
 

天塩川流域におけるサクラマス幼魚の生息密度調査については、平成 18 年度から毎年

6月に実施しており、平成24年度は59河川192箇所で調査を行った。結果の詳細を図- 1、

図- 2 に示す。 

流域全体の生息密度は、図-3 に示すように概ね平成 18、19 年度は 0.14～0.15 であり、

平成 20、21 年度は高く、平成 22、23 年度はこれらのほぼ中間的な確認状況となってい

たが、平成 24 年度は平成 20、21 年度と同様に高い値であった。 

また、図- 4 に示すように上中下流域別にみると、河川によって傾向が異なるが、平

成 24 年度は下流域～中流域～上流域の各流域の平均値が高い傾向にあり、その中でも上

流域に向かうほどに生息密度が高くなる傾向にあるとともに、流域間の差が少なかった。 

また、施設整備・改善が進む琴平川、銅蘭川、九線川で生息密度の増加がみられた。 

64
65 66

67

68
69

70

71
55

56

575859

48

49

50

51

41 42

43

52
53

54

44
45
4647

34

35
36

17
18
19

14

15

16

1

2

24
25

26

11

12

13

30

31
3233

7

8

9

10

4

5
6

20

21

22

23

27
28
29

37

38

3940

606162
63

A’

A

下エベコロベツ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【10】0.07 0.03 0.01 0.08 0.12 0.02 0.09
【9】0.02 0.01 0.01 0.03 0.08 0.02 0.02
【8】0.19 0.14 0.06 0.09 0.11 0.04 0.12
【7】0.05 0.09 0.03 0.02 0.03 0.01 0.13

ケナシポロ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【33】0.06 0.36 0.17 0.16 0.15 0.16 0.72
【32】0.24 0.28 0.21 0.17 0.09 0.17 0.42
【31】0.04 0.12 0.24 0.19 0.13 0.05 0.08
【30】0.06 0.10 0.86 0.28 0.09 0.04 0.13

パンケオートマップ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【13】0.25 0.32 0.22 0.04 0.11 0.09 0.22
【12】0.44 0.40 0.30 0.05 0.10 0.16 0.63
【11】0.09 0.12 0.09 0.10 0.06 0.16 0.08

ヌカナン川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【26】0.14 0.20 0.15 0.36 0.13 0.37 0.22
【25】0.15 0.24 0.18 0.25 0.10 0.24 0.16
【24】0.08 0.04 0.16 0.07 0.05 0.11 0.04

ロクシナイ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【3】0.01 0.03 0.13 0.01 0.00 0.05 0.19
【2】0.00 0.01 0.09 0.02 0.04 0.01 0.04
【1】0.00 0.01 0.01 0.02 0.03 0.01 0.02

東雄信内川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【19】0.15 0.05 0.06 0.04 0.05 0.04 0.07
【18】0.07 0.02 0.08 0.08 0.01 0.15 0.06
【17】0.04 0.01 0.06 0.09 0.03 0.02 0.06

雄信内川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【16】0.10 0.23 0.15 0.12 0.05 0.03 0.73
【15】0.20 0.06 0.06 0.06 0.02 0.00 0.27
【14】0.10 0.20 0.13 0.10 0.05 0.07 0.18

ルベシベ川
H18  H19  H20 H21  H22  H23  H24

【47】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【46】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.02
【45】0.06 0.27 0.22 0.03 0.01 0.01 0.12
【44】0.22 0.21 0.16 0.18 0.10 0.13 0.11

ワッカウエンベツ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【54】0.02 0.02 0.01 0.01 0.00 0.02 0.04
【53】0.03 0.07 0.04 0.00 0.01 0.01 0.04
【52】0.01 0.00 0.02 0.02 0.00 0.00 0.01

安平志内川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【43】0.16 0.65 0.31 0.09 0.59 0.62 0.92
【42】0.06 1.13 0.29 0.26 2.62 0.34 1.27
【41】0.10 0.30 0.09 0.24 0.43 0.10 0.22

志文内川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【51】0.27 0.51 0.62 0.15 0.09 0.25 0.63
【50】0.39 1.08 0.99 0.21 0.32 0.21 0.75
【49】0.23 0.27 0.09 0.12 0.05 0.21 0.37
【48】0.16 0.32 0.63 0.17 0.16 0.16 0.41

物満内川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【59】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【58】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【57】0.10 0.17 0.04 0.05 0.05 0.16 0.22
【56】0.06 0.10 0.92 0.10 0.04 0.11 0.07

【55】0.09 0.08 0.28 0.11 0.02 0.08 0.12

オグルマナイ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【71】0.06 0.19 0.39 0.15 0.03 0.19 0.28
【70】0.07 0.04 0.18 0.05 0.04 0.11 0.05

ペンケサックル川
H18 H19  H20 H21  H22  H23  H24

【69】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【68】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【67】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【66】0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.18 0.00

【65】0.05 0.05 0.04 0.01 0.00 0.11 0.01
【64】0.19 0.10 0.25 0.14 0.15 0.44 0.16

音威子府川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【63】0.24 0.90 1.61 0.24 1.62 0.14 1.52
【62】0.79 0.62 1.26 0.22 0.27 0.28 0.81
【61】0.28 0.31 0.27 0.19 0.21 0.13 0.35
【60】0.12 0.13 0.33 0.15 0.21 0.02 0.12

パンケナイ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【40】0.04 0.10 0.02 0.04 0.01 0.03 0.02
【39】0.05 0.04 0.02 0.04 0.01 0.04 0.13
【38】0.04 0.02 0.04 0.04 0.02 0.02 0.10
【37】0.07 0.01 0.06 0.01 0.02 0.06 0.23

ヌプカナイ川
H18 H19  H20  H21  H22  H23 H24

【29】0.05 0.05 0.00 0.01 0.03 0.03 0.08
【28】0.10 0.02 0.03 0.07 0.10 0.15 0.11
【27】0.02 0.07 0.02 0.07 0.01 0.03 0.07

問寒別川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【23】0.20 0.83 0.73 1.11 0.31 0.04 1.50
【22】0.52 1.31 1.20 1.01 0.79 0.30 2.10
【21】0.55 1.49 1.05 1.18 1.24 0.67 1.83
【20】0.27 0.59 0.46 0.21 0.30 0.03 0.39

サロベツ川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【6】0.11 0.42 0.50 0.20 0.29 0.07 0.17
【5】0.13 0.17 0.29 0.08 0.11 0.05 0.02
【4】0.16 0.16 0.39 0.14 0.07 0.03 0.03

A-1
A-2

A-3

琴平川
H18 H19 H20  H21   H22  H23  H24

【A-4】 － － － － － － 0.71
【A-3】 － － － 0.00 0.02 0.05 0.66
【A-2】 － － － 0.13 0.03 0.11 0.60
【A-1】 － － － 0.16 0.15 0.85 0.60

河川名

【地点番号】生息密度

【地点番号】生息密度

【地点番号】生息密度

上流

下流

遡上困難な施設

遡上困難施設を改善

0．5以上

0．5未満

※値は生息密度
単位：尾／m2

※表内の「－」 は未調査

※0.5尾/m2は、道内保護
水面河川の平均生息密度

C-1

C-2
C-3

D-1
D-2

D-3

大手沢川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【D-3】 － － － － － 0.00 0.00
【D-2】 － － － － － 0.03 0.33
【D-1】 － － － － － 0.06 0.30

銅蘭川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【C-3】－ － － － － 0.00 0.73
【C-2】－ － － － － 1.03 0.79
【C-1】－ － － － － 0.35 1.05

（中流域）（下流域）

コクネップ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【36】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【35】0.01 0.01 0.01 0.00 0.00 0.00 0.31
【34】0.10 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00 0.08

3

トヨマナイ川
H18  H19  H20  H21 H22  H23  H24

【H-2】－ － － － － － 0.32
【H-1】－ － － － － － 0.08

I-1

H-1
H-2

A-4

アラキの川
H18  H19  H20  H21 H22  H23  H24

【I-1】－ － － － － － 0.00

支川におけるH20～H23
魚道設置・改善河川

 

図- 1  流域全体のサクラマス幼魚生息密度調査結果（下流域） 



3 
 

75 76
77

81

82
83

72

73

74

78

79

80

116

110
111

112
113

114

115

106

107

108109

89

90
91

105

104

103

102
101
100
99

98

97

128

129
130

131

85
86

87

88

117

118
119

124

125

126127

120

121

122
123

92 93

94
95

132

133
160

161

162
163

152
153

154

138

139

144

145
146

140
141

147

148142

143

84

96

164

134135

136
137

150
151

156

157

158
159

165166

167
168

149

A

A’

●調査年：H18年～24年（6月） ●調査箇所：59河川 192箇所

シカリベツ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24

【131】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
【130】0.36 0.13 0.02 0.04 0.11 0.01 0.00

【129】0.13 0.06 0.00 0.76 0.13 0.02 0.10
【128】0.01 0.01 0.05 0.13 0.03 0.05 0.06

風連別川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【133】0.05 0.26 0.76 0.30 0.14 0.35 0.27

【132】0.28 0.22 0.88 0.93 0.46 0.41 0.61

クマウシュナイ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【135】－ 0.46 1.14 0.05 0.86 0.75 1.00

【134】－ － 0.94 0.83 0.31 1.26 0.47

日向川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【137】－ － 1.06 0.10 0.18 0.88 0.78

【136】－ 0.32 0.63 0.40 0.32 0.76 0.72

新タヨロマ川
H18  H19  H20 H21  H22  H23  H24

【139】0.08 0.08 0.17 0.06 0.01 0.06 0.94

【138】0.82 0.38 1.32 0.29 0.12 0.66 0.82

剣淵川
H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24

【141】0.02 0.01 0.06 0.03 0.03 0.00 0.02

【140】0.11 0.26 0.17 0.03 0.12 0.03 0.02

犬牛別川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【143】0.05 0.01 0.11 0.07 0.01 0.02 0.04

【142】0.22 0.09 0.43 0.11 0.03 0.09 0.10

刈分川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【146】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【145】0.05 0.00 0.63 0.18 0.30 0.22 1.43

【144】0.10 0.26 0.64 0.53 1.24 0.63 0.23

登和里川
H18  H19   H20  H21  H22  H23 H24

【168】－ － 0.10 0.03 0.01 0.22 0.18

【167】－ 0.03 0.27 0.01 0.01 0.30 0.52

ケナシ川
H18   H19  H20  H21  H22  H23  H24

【166】－ － 0.39 0.06 0.00 0.07 0.20

【165】－ 0.07 0.25 0.07 0.05 0.29 0.33

ペンケヌカナンプ川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【164】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【163】－ 0.02 0.02 0.03 0.02 0.06 0.11

【162】0.14 0.01 0.66 0.11 0.15 0.19 0.10
【161】0.00 0.07 0.03 0.02 0.02 0.08 0.03

【160】0.01 0.00 0.14 0.01 0.11 0.16 0.04

士別パンケ川
H18   H19  H20   H21  H22  H23  H24

【159】 － － 0.33 0.11 0.29 0.42 0.39

【158】 － 0.06  0.63 0.16 0.19 0.51 0.36

東内大部川
H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24

【157】 － － 0.36 0.07 0.07 0.32 0.84

【156】 － 0.07 0.56 0.04 0.05 0.08 0.58

西内大部川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【155】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【154】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【153】0.51 0.46 0.39 0.51 0.41 0.48 1.16
【152】0.40 1.30 0.70 0.59 1.16 0.68 0.57

中士別十線川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【151】 － － 0.34 0.09 0.04 0.02 1.15

【150】 － 0.37 1.19 0.84 0.54 1.60 2.17

下川ペンケ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24

【123】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【122】0.05 0.09 0.05 0.13 0.06 0.13 0.37

【121】0.23 0.05 0.37 0.29 0.17 0.56 0.80
【120】0.29 0.07 0.43 0.48 0.29 0.96 0.75

【119】0.31 0.10 0.61 1.00 0.40 1.08 0.93
【118】0.28 0.07 0.99 2.02 0.44 1.35 0.84

【117】0.11 0.02 0.41 0.33 0.20 0.19 0.24

モサンル川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【127】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【126】0.10 0.20 0.13 0.17 0.05 0.03 0.08

【125】0.18 0.22 0.28 0.31 0.09 0.06 0.14
【124】0.02 0.01 0.22 0.13 0.04 0.04 0.05

五号沢川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【115】0.26 0.12 0.45 0.61 0.75 0.35 0.42

【114】0.66 0.55 1.24 0.94 0.92 0.30 0.87

幌内越沢川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【116】0.58 0.83 1.42 1.66 2.28 1.34 1.64

一の沢川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【109】1.08 0.44 0.18 0.77 0.57 1.01 1.77

【108】0.28 0.05 0.02 0.30 0.29 0.25 0.30

【107】0.12 0.09 1.18 0.82 0.64 0.35 0.19
【106】0.68 0.24 1.44 1.31 1.28 0.48 0.85

サンル十二線川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【113】0.08 0.06 0.06 0.05 0.14 0.05 0.06

【112】0.43 0.40 0.60 0.65 0.66 0.61 2.49

【111】0.33 0.30 0.95 1.58 0.91 0.60 1.38
【110】0.73 0.30 0.36 0.91 0.72 0.29 0.63

下川パンケ川
H18  H19  H20 H21  H22  H23 H24

【96】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【95】 - 0.00 0.10 0.00 0.02 0.06 0.02

【94】0.01 0.01 0.17 0.10 0.07 0.25 0.09
【93】0.05 0.00 0.30 0.11 0.10 0.18 0.06

【92】0.16 0.11 0.53 0.19 0.17 0.24 0.03

サンル川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【105】0.30 0.04 1.18 0.67 0.53 0.76 0.87

【104】0.12 0.08 0.18 0.24 0.13 0.06 0.12

【103】0.20 0.07 0.24 1.08 0.50 0.24 0.63
【102】0.20 0.08 0.40 1.20 0.65 0.15 0.57

【101】0.33 0.21 0.72 1.96 0.65 0.26 0.78
【100】0.49 0.05 0.41 1.21 0.56 0.25 0.77

【99】0.21 0.09 0.48 1.33 0.36 0.48 0.33

【98】0.18 0.13 0.55 0.82 0.30 0.23 0.58
【97】0.19 0.05 0.48 1.78 0.64 0.14 0.59

美深パンケ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【74】0.02 0.02 0.09 0.02 0.06 0.01 0.05

【73】0.24 0.10 0.12 0.25 0.16 0.05 0.13

【72】0.23 0.05 0.35 0.65 0.08 0.05 0.35

ウルベシ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【77】0.29 0.89 0.63 0.43 0.38 0.40 0.27

【76】0.32 0.82 0.84 0.47 0.33 0.21 0.22

【75】0.14 0.50 0.45 0.16 0.11 0.11 0.10

ペンケニウプ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【80】 0.00 0.01 0.05 0.00 0.00 0.24 0.00

【79】 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.02 0.01

【78】 0.03 0.03 0.08 0.02 0.05 0.14 0.06

智恵文川
H18 H19  H20  H21  H22  H23  H24

【84】0.00 0.11 2.21 0.16 0.12 0.03 1.96

【83】－ 0.32 0.70 0.13 0.03 0.15 0.70

【82】0.88 0.34 1.74 0.12 0.22 0.30 1.65
【81】0.78 0.63 0.87 0.29 0.82 0.32 1.03

名寄川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【88】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【87】0.00 0.00 0.14 0.01 0.00 0.06 0.01

【86】0.00 0.00 0.04 0.01 0.00 0.06 0.02
【85】0.00 0.01 0.05 0.03 0.01 0.08 0.02

松ノ川
H18  H19  H20  H21  H22  H23 H24

【91】0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

【90】1.69 0.74 1.81 0.98 1.35 0.83 1.61

【89】0.62 0.20 0.87 1.39 0.59 0.75 0.86

※値は生息密度
単位：尾／m2

※表内の「－」 は未調査

※0.5尾/m2は、道内保護
水面河川の平均生息密度

［上流域］

辺乙部川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【149】0.02 0.01 0.67 0.09 0.04 0.22 0.26

【148】0.02 0.01 0.41 0.09 0.10 0.31 0.84

【147】0.12 0.13 0.96 0.74 0.20 0.68 0.35

河川名

【地点番号】生息密度

【地点番号】生息密度

【地点番号】生息密度

上流

下流

遡上困難な施設

遡上困難施設を改善

0．5以上

0．5未満

161E-1 E-2

F-1

F-2

G-1～3

九線川
H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

【G-3】－ － － － － 0.00 0.18

【G-2】－ － － － － 0.00 0.66

【G-1】－ － － － － 0.19 0.71

七線沢川
H23 H24

【E-2】0.00 0.03

【E-1】0.04 0.03

十一線の沢川
H23 H24

【F-2】0.00 0.00

【F-1】0.00 0.00

ペンケニウプ川支川

（上流域）（中流域）
風連20線堰堤 (H21年度末魚道新設)

155

支川におけるH20～H23
魚道設置・改善河川

高広川
H23 H24

【K-2】－ 0.00

【K-1】－ 0.03

右の沢川
H18  H19  H20  H21 H22  H23  H24

【J-2】－ － － － － － 0.00
【J-1】－ － － － － － 0.15

J-2

J-1

K-2

K-1

 

図- 2   流域全体のサクラマス幼魚生息密度調査結果（上流域） 
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図- 3   流域全体のサクラマス幼魚の生息密度 

 

※■は、全調査地点から算出した生息密度の平均値 

※各年度の最大値と最小値は、図- 4 の 4 つに分割した流域の平均値の最大値と 

最小値を示す 

平均値（全地点）

最大値（分割した流域）

最小値（分割した流域）

凡 例 
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※ 中流域(美深～風連20線堰堤)の値は、調査地点数が多く、

調査密度が高いサンル川流域の値の影響が大きい。

※サンル川流域を含む
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天塩川下流域（天塩・幌延）
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天塩川上流域（風連20線堰堤～）

 

図- 4   上中下流域別サクラマス幼魚の生息密度 



5 
 

2) 天塩川上流頭首工での魚道トラップ調査結果 
 

天塩川上流の各頭首工における魚道トラップによる遡上実態調査は、平成 20、21 年度

は、風連 20 線堰堤を除く 6箇所の頭首工で実施していたが、平成 21 年度末に風連 20 線

堰堤の魚道が設置されたことから、平成 22 年度以降は、風連 20 線堰堤も含めて 7 箇所

の頭首工で、7月と 8月の 2回（6 日間連続 144 時間）調査を実施した。（図- 5 参照） 

天塩川

魚 道

流向

流向

トラップ位置

魚道トラップ設置状況写真

士別市

名寄市

岩尾内ダム

 

図- 5 天塩川上流頭首工での魚道トラップ調査位置図 

 

図- 6 に示すように、風連 20 線堰堤に魚道が新設されたことによりサクラマス親魚お

よび幼魚の確認数は増加傾向にあるものの、流況等の影響により増減していると考えら

れる。また、平成 24 年度調査ではサケやカラフトマス、マスノスケは確認されなかった

が、アメマスについては多く確認された。 
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※7頭首工の7月と8月の総計

（H20,H21は6頭首工の総計）
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図- 6 天塩川上流頭首工での魚道トラップ調査結果 
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3) 天塩川流域のサクラマス産卵床調査 
 

天塩川流域におけるサクラマスの産卵床については、平成 18 年度から毎年 9 月に実施

しており、平成 21 年度からは代表河川および魚道新設河川に絞り込んで調査を行ってい

る。図- 7、図- 8 に結果を示す。 

平成 24 年度は、経年的に産卵床調査をおこなっている河川のほとんどの調査地点で産

卵床を確認している。 

また、これまで魚道の設置等の取り組みを行った銅蘭川や琴平川、大手沢川、右の沢

川、九線川では、施設上流部において産卵床を確認している。また、平成２３年度に天

塩川本川合流部の落差に魚道新設したアラキの川では、別途調査で魚道上流に 3 箇所の

産卵床が確認することができた。ペンケニウプ川においても、別途調査を行い、試験魚

道を設置した取水堰より上流の支川で昨年よりも多くの産卵床を確認した。 

サンル川流域を除く天塩川支川では調査箇所が相対的に少なく、流況等の影響で産卵

床確認数が増減する場合があるため、翌年春期に実施するサクラマス幼魚生息密度調査

結果も合わせて判断する必要がある。 
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31

32

33
34

35

36

A

86

87
87’

76
77
78 88

89
90

●調査年：H18年～H24年（9月）

A

ロクシナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【1】 0   0   5   - - - -

サロベツ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【2】 0   0   9   0   2 1   3

下エベコロベツ川
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

【4】 0   0   0   - - - -

【3】 0   0   2   - - - -

パンケオートマップ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【6】 0   0   0   - - - -

【5】 0   0  27   - - - -

問寒別川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【16】 0   8  75  81  35  20  22

ケナシポロ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【15】 1   6   13  - 2   1   0

ヌカナン川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【12】 3   5   18  - - - -

ヌプカナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【14】 1   2   3   - - - -

【13】 - 0   0   - - - -

パンケナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【20】 0   0   0   - - - ‐

【19】 1   0   0   - - - ‐

物満内川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【32】 0   1    0  - - - -

【31】 0   0    0  - - - -
【30】 0   0   23  - - - -

トヨマナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【98】 - - - - - - 2

オグルマナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【36】 0   0    4  - - - -

【35】 0   1   11  - - - -

志文内川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【23】 0   0   19  - 6   3   2

【22】 - 1   21  - 2   3   0

ワッカウエンベツ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【29】 0   0   0   - - - -
【28】 0   0   3   - - - -
【27】 0   0   0   - - - -

ルベシベ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【21】 0   1   15  - - - -

コクネップ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【18】 - 0   0   - - - ‐

【17】 0   0   1   - - - ‐

東雄信内川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【11】 0   0   0   - - - -

【10】 0   0   4   - - - -

雄信内川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【9】 0   0   0   - - - -

【8】 0   0   1   - - - -
【7】 - 0   0   - - - -

［下流域］

琴平川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【78'】- - - - - - 20

【78】 - - - 0   0  10   4
【77】 - - - 9   5   2   0

【76】 - - - 13   0   0   6

遡上困難な施設

河川名

【地点番号】産卵床数

【地点番号】産卵床数

【地点番号】産卵床数

上流

下流

遡上困難施設を改善

安平志内川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【26】 0   1   41  65  15  11  2

【25】 - 0    6  13   3   0  0
【24】 - 2   16  17   9   2  0

銅蘭川
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

【87'】 - - - 0   - 2  10

【87】 - - - 14 - 9   8

【86】 - - - 1 - 0   0

大手沢川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【90】 - - - - - 0   2
【89】 - - - - - 2   8

【88】 - - - - - - -

1

※ 値は産卵床確認数（箇所）

※ 「－」 は未調査

支川におけるH20～H23魚道

設置・改善河川

赤字：施設改善で産卵可能域拡大

箇所における産卵床確認数

26

アラキの川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【99】 - - - - - - 3

音威子府川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【33】 0   5   26  19  1   3   2

99
78'

A’

ペンケサックル川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【34】 0   2   22  - - - -

98

※斜字体は、別途調査による産卵床確認数  

図- 7   天塩川流域におけるサクラマス産卵床調査結果（下流域） 
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●調査年：H18年～H24年（9月）

ウルベシ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【37】 1   7  13  - - - -

美深パンケ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【38】 1   6  15  30  29 21  21

智恵文川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【40】 3   6   8  54   3   9   4

松ノ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【41】 1   6  17  - - - -

下川ペンケ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【46】 0   0  15  2  16   3   5

【45】 0   0   3  23  15  15  15

【44】 0   0  24  64   0   3   6

【43】 0   1  42  20   3   3   3

モサンル川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【48】 0   9  33  - 11   0   1

【47】 0   9   9  - 7   2   4

シカリベツ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【51】 - 0  20  - - - -

【50】 0   0  27  - - - -
【49】 - 8   8  - - - -

名寄川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【55】 0   0   0  - - - -

【54】 0   0   0  - - - -
【53】 0   0   0  - - - -

【52】 0   5  10  - - - -

風連別川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【56】 0   3  57  - - - -

クマウシュナイ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【57】 - 7   0   3   6   4   9

日向川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【58】 - 8 18  14  11   3   9

新タヨロマ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【59】 1   0   0   - - - -

刈分川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【61】 0   0    0  - - - -

【60】 0   5   34  - - - -

剣淵川 ※H23は増水で未調査
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

【62】 0   1   0   4   1   ※ 1

犬牛別川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【63】 1   3   7   - - - -

辺乙部川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【65】 2   0    3  - 1 0   1

【64】 - 0   30  - 6   0   4

中士別十線川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【66】 - 7   3   6   4   4   0

東内大部川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【69】 - 10  14   7   8   5   4

士別パンケ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【70】 - 14  6   18  22   4   9

ペンケヌカナンプ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【73】 0   5   2   - - - -

【72】 0   1   1   - - - -
【71】 0   0   0   - - - -

ケナシ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【74】 - 19  3   4   6   5   6

登和里川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【75】 - 8 3   8   7   2   7

［上流域］

ペンケニウプ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

【85】 - - - 0   6 0   0 
【 】 - - - - 18 24  39
【39】 0   1  38  71  18   0  31

九線川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【95】 - - - - - 4   3

【95'】- - - - - 2   

西内大部川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【68】 0   4   17  94  41  19   19

【67】 - 1    0  12   0   0    0

※支川及び斜字体は、別途調査に
よる産卵床確認数

下川パンケ川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【42】 1   1   35  - - - -

右の沢川

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24
【101】- - - - - - 7

【100】- - - - - - 13

遡上困難な施設

河川名

【地点番号】産卵床数

【地点番号】産卵床数

【地点番号】産卵床数

上流

下流

遡上困難施設を改善

※ 値は産卵床確認数（箇所）

※ 「－」 は未調査

支川におけるH20～H23魚道

設置・改善河川

赤字：施設改善で産卵可能域拡大

箇所における産卵床確認数

 

図- 8   天塩川流域におけるサクラマス産卵床調査結果（上流域） 

 

また、平成 21 年度末に、魚道設置による改善延長が約 90km におよぶペンケニウプ川

取水堰に試験魚道を設置し、平成 22、23 年度に引き続き平成 24 年度も魚道を設置した

効果確認のために図- 9、図-10 に示す詳細な産卵床調査を別途に行っている。 

試験魚道上流で産卵床が確認された河川は、七線沢川、九線沢川（左の沢川）、十一線

沢川（十二線沢川）、高広川及び深沢川で平成 23 年度と同様の支川であり、産卵床数は

前年の約 1.6 倍の 39 箇所であった。取水堰下流の減水区間ではサクラマスの産卵適地が

陸域化しており産卵不可能な状況となっていたため、平成 24 年度は確認されなかった。 

七線川、十一線川、高広川においては、治山ダムへの魚道設置やスリット化が行われ、

産卵床調査の結果、各改良施設の上流域に遡上し産卵していることが確認され、魚道の

効果は十分にあることが窺えた。また、七線川における激流の滝においては遡上不可能

と判断されていたが、滝上流部で産卵床を確認し遡上していることが窺えた。  

平成 24 年度における流量は、6 月上旬から 9月までのサクラマス遡上期において、降

雨が少なく河川流量が少ない状態であったため、多少の水量増加時にサクラマス親魚の

遡上があったものと考えられる。また、産卵状況を見ると殆どが最上流域に達して産卵

していることなどから、5 月の融雪洪水時などにも遡上しているものと考えられる。ま

た、ペンケニウプ下流域での産卵床は平成 23 年度よりも増加していることから、遡上で

きなかった個体が下流域で産卵したものと考える。 

サクラマスの遡上・産卵は堰部を流下する流量との関係に大きく左右されるが、今年

度の結果から判断すると、多少の増水時にも遡上が行われていることが機能調査からも

明らかになった。また、産卵場が河川の最上流域にまで達していることから、5 月の増

水時にも遡上しているものと考えられる。過去の結果と比較すると、年々産卵床数は増
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加していることから、今後も産卵域が徐々に拡大し、河川流量に左右されながらも、サ

クラマス資源の増加が期待される。  

 
図- 9   ペンケニウプ川産卵床調査結果（平成 24 年 9 月 18～10 月 13 日） 

 

   

図- 10 ペンケニウプ川産卵床調査結果（平成 22～24 年） 
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Ｈ２２サクラマス遡上は７月
下旬に多く確認された。

Ｈ２３サクラマス遡上期に堰下流
への流量が殆ど無い状態である

Ｈ２4サクラマス遡上・産卵に適した多くの期間で
下流への流量が殆ど無いない期間が続いた。

Ｈ２4は雨が少なく河川の流量が少ない期間が続いた。

 

 

図- 11  ペンケニウプ川取水堰上流水位データ比較（平成 22～24 年の 6月～10 月） 
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4) サンル川流域のサクラマス産卵床調査結果 

サンル川流域における平成 22、23 年度の産卵床調査は、平成 20、21 年度に比べて代

表支川に絞り込んだ範囲で調査を行っている。平成 24 年度の調査結果を図- 12 に示す。

平成 14～24 年の同一調査区間における産卵床確認数は図- 13 に示すように、近年減少

傾向である。 

総産卵床確認数 703箇所 ※H14～H24で同じ調査をおこなった区間の産卵床確認数 203箇所

流域内の主な支流全域におけるサクラマス産卵床確認位置図平成24年

凡 例

調 査 範 囲

産 卵 床 確 認 箇 所

 

図- 12 サンル川流域のサクラマス産卵床確認位置図（平成 24 年度） 

 

 

図- 13 サンル川流域のサクラマス産卵床確数の経年変化 
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5) 天塩川流域のサクラマス幼魚生息密度に関する考察 

流域全体における前年の度産卵床数と翌年度の幼魚の生息密度との関連について、融

雪期の流量や水温（図- 14 参照）が浮上稚魚に及ぼす影響を踏まえて、以下の通り考察

した。なお、産卵床確認数の傾向としては、平成 20、21 年度が特異的に多く、平成 19、

22、23、24 年度は概ね同程度であった。 

平成 19 年度は平成 20、21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 20 年春の状況と

して 

・ 水温が比較的高めに経過したことから、浮上稚魚の遊泳行動が活発だったこと 

・ 融雪出水は 10 ヶ年平均に比べて少ないこと 

以上のことから、浮上稚魚が下流に流されにくかったため、平成 20 年度の生息密度が

高く維持された可能性がある。 

平成 20 年度は産卵床数が多かった。平成 21 年春の状況として 

・ 水温が 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

・ 融雪出水は 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

以上のことから、浮上稚魚の分散移動も通常のレベルで、平成 21 年度の生息密度は高

めだった可能性がある。 

平成 21 年度は産卵床数が多かったが、平成 22 年春の状況として 

・ 水温が比較的低かったことから、浮上稚魚の遊泳行動が不活発だったこと 

・ 融雪出水は 10 ヶ年平均に比べて多かったこと 

以上のことから、浮上稚魚が下流に流されやすく、平成 22 年度の生息密度が低下した

可能性がある。 

平成 22 年度は平成 20、平成 21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 23 年春の

状況として 

・ 水温が比較的高めに経過したことから、浮上稚魚の初期の成長が良く、また遊泳

行動が活発だったこと 

・ 融雪出水は 10 ヶ年平均と同程度であったこと 

平成 23 年度は平成 20、平成 21 年度に比べて産卵床数が少なかった。平成 24 年春の

状況として 

・ 融雪出水のピークが比較的早い 4 月下旬であり、5 月中旬以降は 10 ヶ年平均よ

りも少ない流況であったこと 

・ 水温が 4 月は比較的低かったが、融雪出水が収まった 5月中旬以降は比較的高め

に経過したこと 

 

以上から、前年度の産卵床は少なかったが、卵やふ化後の生残率の向上、あるいは融

雪出水後の浮上稚魚の良好な成長などの好条件が整い、結果として高い生息密度として

確認された可能性がある。 
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図- 14   天塩川における流量と水温（平成 20 年度～24 年度） 
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3-2. カワシンジュガイ類の調査結果 

1）カワシンジュガイ類の幼生調査結果 

カワシンジュガイ類について、天塩川における幼生放出時期に関する把握調査を実施

した。 

平成 22 年度の調査は融雪出水により調査開始が遅れたことにより、幼生放出の確認が

できたのは調査初日の 6 月 3日のみであり、平成 23 年度の調査では、4月 27 日～8月 31

日の期間（概ね週 1 回の間隔で計 18 回）における調査の結果、カワシンジュガイの幼生

放出を確認したのは、5 月 17 日、7 月 5、25 日であった。 

平成 24 年度の調査では、4月 26 日～8月 17 日の期間（概ね週 1回の間隔で計 17 回）

における調査の結果、カワシンジュガイの幼生放出を確認したのは、5月 24 日、6 月 1、

29 日、7月 6、26 日であった。 

既往研究によると本州では水温 10℃を超える時期、千歳川では水温 16～19℃の 7 月下

旬～8月中旬との報告があるが、本調査で幼生放出を最初に確認したときの水温は、平成

23 年度は約 7℃で、平成 24 年度は約 11℃であり、最後に確認したときの水温は、平成

23 年度は約 16℃で、平成 24 年度は約 18℃で本調査の個体群が低い水温に適応している

ことが考えられる。 

また、コガタカワシンジュガイの幼生放出を確認したのは、平成 23 年度調査では 5月

24 日、7 月 5 日であり、平成 24 年度では 5月 24 日、6 月 1 日、7月 12、26 日であった。

既往研究によると幼生放出の開始時期は、長野県逆川では 5月頃との報告がある。本調

査では平成23年、平成24年ともに5月24日に最初の幼生放出を確認していることから、

長野県の事例と概ね一致している。 

なお、通常はふ化した状態でグロキディウム幼生を放出するが、本調査で用いた酸素

刺激による幼生放出試験方法では、平成 23 年及び平成 24 年ともに写真- 1 に示すように

グロキディウム幼生のほかに、ふ化する前の卵についても酸素刺激により放出される現

象が認められた。このため幼生放出時期の検討に際してはふ化したグロキディウム幼生

であることを確認する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 1 調査で確認されたグロキディウム幼生と卵 

 

コガタカワシンジュガイ カワシンジュガイ 

H24.6.29 

H24.5.24 H24.5.10 

グロキディウム幼生 幼生になる前の卵（卵膜がある） 
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平成22年度～平成24年度までの3ヶ年のカワシンジュガイ類の幼生放出調査結果から、

旬別の幼生放出状況は表- 1、幼生放出調査時期とそのときの河川水温との関係は図- 15

のとおりであり、カワシンジュガイ類の幼生放出時期は以下の通り考えられる。 

・カワシンジュガイは、5月中旬～7月下旬に幼生を放出する。 

・コガタカワシンジュガイは、5月下旬～7月下旬に幼生を放出する。 

上記の結果から、カワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイの移植にあたっては、幼

生放出調査結果を踏まえて、これらの幼生放出時期を避けるとともに、河川水温の状況も

考慮して移植時期を選定する必要がある。 

表- 1 カワシンジュガイ類の幼生放出調査結果 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

H22 － － － － － － ● －

H23 － － ● ● ●

H24 － － － ● ● ● ● ● －

H22 － － － － － － －

H23 － － ● ●

H24 － － ● ● ● ● －

●：確認 －：未実施 空欄：未確認

６月 ７月 ８月

カワシンジュガイ

コガタ
カワシンジュガイ

調査年
４月 ５月

※１：サンル川増水のためカワシンジュガイは4月26日は未実施

※１
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図- 15 幼生放出時期と河川水温との関係
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2）カワシンジュガイ類のモニタリング結果 

平成 20、21 年度に移植したカワシンジュガイ類のモニタリング調査を実施した。 

移植したカワシンジュガイ類の個体には標識識別をしていないため在来個体と識別で

きないものの、表- 2 に示すように毎年の確認個体は多く、生息環境は維持されているも

のと考えられる。 

表- 2 カワシンジュガイ類のモニタリング調査結果 

調査日
移植個体数

(累計)
確　認
個体数

H20/8/20
H20年6月～8月
517個体移植 492

H20/10/14
H20年8月～9月

75個体移植
（累計　592）

496

H21/10/19
H21年6月～8月

27個体移植
（累計　619）

621

H22/10/18 （累計　619） 522

H23/10/13 （累計　619） 612

H24/10/5 （累計　619） 862
 

移植先調査区間（延長 18ｍ、左岸から流心側へ

約３ｍ）に縦横断方向に３ｍメッシュの区画を測設

し、各メッシュにおいて、１ｍ×１ｍ の方形枠内の

カワシンジュガイ類を目視計数した。  

【調査方法】 
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4. 天塩川流域における魚類の生息環境保全及び移動の連続性確保 

天塩川水系では、河川延長が 3.5km 以上の支川が 415 河川あり、治山・治水・砂防・利水

の目的から 1,247 箇所の横断工作物が存在しており、このうち、魚類等の遡上障害となる横

断工作物が 417 箇所となっている。また、天塩川の支川、415 河川の総延長は 3,126km であ

り、遡上困難な施設より上流の河川延長は 1,004km となっており、支川の約 1/3 においては

人為的影響により魚類の生息に影響を及ぼしていると考えられる。（施設数や河川延長につ

いては、最新情報を基に毎年更新を行っている。） 

 

4-1. 天塩川流域全体での取り組み状況 

上記の課題を解決するためには遡上障害となっている全ての横断工作物に魚道を設置す

るなどの遡上環境改善が望ましいが、それには膨大な時間と費用を要するため、中間取りま

とめにおいて、効果的かつ効率的に魚類等の遡上環境を改善するための魚道施設整備（案）

を策定した。 

図- 16 に流域全体での平成 20 年度以降の取り組み状況と施設整備（案）として将来の状

況を示すとともに、図- 17 に平成 24 年度に魚道設置や改善等を実施した施設を示す。平成

20～24 年度に遡上困難施設の整備・改善により 122km が遡上可能となったほか、より遡上し

やすい施設への整備・改善により 38km が遡上しやすい状況となった。 

中間取りまとめで策定した魚道施設整備（案）をもとに、天塩川流域における魚類等の移

動の連続性確保に向けた関係機関連携会議（以下、「関係機関連携会議」注１という）を通し

て、関係各機関と連携のうえ、整備が進められている。 

 

【 当 初 】

（H20年11月データを一部更新）

【 将 来 】

効果的な施設整備（案）

【 H24年度末予定 】

河川総延長：3,126㎞

総施設数：1,247箇所

※ 「より遡上し易い施設改善」とは、魚

道下流端の落差を小さくするなど、
魚類等が遡上し易いよう既設魚道の
改善をおこなうこと。

凡例

遡上困難な
施設

遡上可能な
施設

天塩川

支川

1,074 km

1,048 km

1,004 km

横断施設が有るが

遡上可能な河川延長

遡上困難な施設より

上流の河川延長

横断施設がなく

遡上可能な河川延長

1,074 km

38 

1,042 km

882 km

横断施設が有るが

遡上可能な河川延長

遡上困難な施設より

上流の河川延長

横断施設がなく

遡上可能な河川延長

1,170 km

38km

より遡上し易い施設改善

による河川延長

（H20～24年度改善）

遡上困難施設の改善延長

（H20～24年度改善）

122km

1,074 km

413 km

横断施設が有るが

遡上可能な河川延長

遡上困難な施設より

上流の河川延長

横断施設がなく

遡上可能な河川延長

より遡上し易い施設

改善による河川延長

591km

遡上困難施設

の改善

1,639 km

147km

 
 

図- 16  天塩川流域における魚類遡上環境改善計画図 
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下川ペンケ川頭首工

（魚道改善）

改善前

凡 例

【 横断工作物の区分 】

遡上可能（魚道あり、又は魚道なしで落差小）

遡上困難（魚道なしで落差大）

【 河川の区分 】

横断施設がなく遡上可能な河川（現状）

横断施設があるが遡上可能な河川（現状）

遡上困難な施設より上流の河川（現状）

大臣管理区間を太く、それ以外の区間は細く描画した

【 その他横断工作物等 】

ダム

滝

改善前

九線沢川No.1床固工
（切下げ整備）→今後魚道設置予定

高広川（13線沢川）
No.1谷止め工
（切下げ改善）

整備前 整備後

改善後

改善前

 

 

図- 17 魚道新設・改善箇所位置図（平成 24 年度実施） 

 

≪注１≫ 関係機関連携会議は、天塩川流域における魚類等の移動の連続性確保に係わ

る調査・事業実施に関する関係機関の取り組み内容について情報・意見交換

をおこない、情報を共有し現状を把握するとともに、関係機関が連携して魚

類等の移動の連続性確保に向けた効果的な対策について推進することを目

的に平成 18 年 2 月に初めて開催された。平成 24 年 11 月（第 16 回会議）現

在において表- 3 に示すように 12 組織で構成されており、流域全体における

河川横断工作物の施設管理者のほぼ全組織によって構成されている。 

 
    

設置時 
（平成 18 年 2 月） 

旭川開発建設部 

上川支庁、旭川土木現業所     （3 組織） 

平成 24 年度 

※11 月に 

会議を開催 

北海道開発局  （旭川開発建設部、留萌開発建設部）、 

北海道森林管理局（上川北部森林管理署、留萌北部森林管理署、 

宗谷森林管理署）、 

上川総合振興局（北部森林室、産業振興部、旭川建設管理部）、 

留 萌 振 興 局（産業振興部、留萌建設管理部）、 

宗谷総合振興局（産業振興部、稚内建設管理部）   （12 組織） 

 

表- 3 関係機関連携会議の構成機関 
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4-2. 平成 24 年度の連続性確保に向けた取り組み状況 

天塩川流域において、連続性確保に向けた取組みとして、魚道ワーキングを中心として

表- 4 に示す取り組みを行った。 

平成 24 年度は、施設管理者だけではなく民間業者や NPO 法人も対象としたワークショ

ップを平成 23 年度に引き続き開催し、専門家等を通した技術協議と成果が見られる整備

の遂行に向けた取り組みを行った。 

表- 4 平成 24 年度の連続性確保に向けた取り組み状況 

開催日 場所 開催概要 

8 月 8～9日 天塩川上流 魚道ワーキング 魚道設置及び予定箇所の現地視察・技

術指導（アラキの川、ペンケニウプ川、下川ペンケ川他）

9 月 18 日 天塩川上流 ペンケニウプ川魚類遡上状況の確認、ワークショップ現

地視察箇所の事前確認 

9 月 25 日 天塩川上流 魚道ワーキング 魚道設置箇所の現地視察・技術指導（天

塩川帯工、ペンケニウプ川、高広川、アラキの川魚道他）

9 月 26 日 美 深 町 ､

天塩川上流 

森と海に優しい川づくりワークショップ 講演、現地ワ

ークショップ、机上ワークショップ 

12 月 4～5日 天塩川下流 魚道設置予定箇所の現地視察と設計協議（円山ウブシ川

落差工、天塩川下流地区自然再生区間、振老旧川他） 

2 月 4～6日 天塩川上流 魚道ワーキング 魚道設置箇所の技術指導（下川ペンケ

川頭首工） 

 

① 天塩川流域～森と海に優しい川づくりワークショップ開催報告 

天塩川流域において、関係機関が連携して、魚類等の生息環境保全に向けた効果的な取

り組みをおこなうための技術力向上や情報共有を目的として、9 月 26 日に美深町で川づ

くりワークショップを開催した。ワークショップには、開発局、北海道、コンサルタント

などの川づくり関係者等 65 名が参加し、魚道ワーキング委員（妹尾委員、安田委員）に

よる机上ワークショップ（写真- 2）の他、魚道設置箇所やサクラマス遡上・産卵状況に

ついて現地ワークショップ（図- 18）を行った。 

             【机上ワークショップの状況】 

  

 

 

写真- 2 川づくりワークショップの開催状況（平成 24 年 9 月 26 日） 

「河川環境と魚類の生態･行動」 

       妹尾委員 
美深町文化会館 COM100 「魚道機能を向上させるための 

技術」      安田委員 
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図- 18 川づくりワークショップの開催状況（平成 24 年 9 月 26 日） 

 

② 天塩川中・上流域での取り組み 

天塩川中・上流域では、平成 23 年度に改善を実施したアラキの川魚道と天塩川士別帯

工魚道（右岸）及び高広川床固の切り下げについて現地視察・流況確認等を行うとともに、

H24 年度に改善を予定している下川ペンケ川頭首工で整備に向けた現地協議を実施した。

また、平成 21,22 年度に改善を実施したペンケニウプ川試験及び七線沢川の魚道施設につ

いて現地視察を実施した（写真- 3、写真- 4）。 

七線沢川 

ペンケニウプ川

天塩川 

高広川 

現地ワークショップ箇所 

②高広川 No.1 床固工とその上流 

（H23 年度切り下げ整備） 

① ペンケニウプ川 試験魚道 
（H21 年度整備） 

魚道上流側流入部におけるサクラマス

遡上状況の説明 

床固工(切り下げ)の説明 

美深町 

文化会館 COM100 

床固工上流のサクラマス

産卵床箇所の確認 

床固工直下のサクラマス産卵床
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写真- 3 天塩川中・上流域での取り組み(1)（平成 24 年 8 月 8～9日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 4 天塩川中・上流域での取り組み(2)（平成 24 年 9 月 25 日） 

ペンケニウプ川試験魚道の流況、 

遡上状況、迷入防止対策の確認 

ペンケニウプ川支川七線沢川 

床固工魚道の流量調節についての 

現地協議 

下川ペンケ川頭首工の魚道構造・ 

下流河床低下の現地協議 

アラキの川魚道の流況確認  

及び魚類調査 

アラキの川（上流）床止工の  

遡上改善現地協議 

天塩川 士別帯工魚道（右岸）の 

流況確認 

アラキの川階段式魚道の流況確認 アラキの川魚道下流部の減勢工

（天塩川合流部）の状況確認 

天塩川帯工魚道(右岸)の流況確

認 

ペンケニウプ川支川高広川 

床固工の切下げ確認 

ペンケニウプ川試験魚道の流況・

産卵状況の確認 
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③ 天塩川下流域での取り組み 

天塩川下流域において連続性の確保が望まれている円山ウブシ川の落差工において、具

体的な環境改善策について現地協議や意見交換を実施した（写真- 5）。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   写真- 5 天塩川下流域での取り組み（平成 24 年 12 月 4～5日） 

 

④ 下川ペンケ川頭首工における遡上改善の取り組み 

頭首工や河床低下による落差が生じていた名寄川支川の下川ペンケ川頭首工において、

改善の取り組みがおこなわれた（写真- 6）。    

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 6 下川ペンケ川頭首工の取り組み（平成 25 年 2 月 4～6日） 

円山ウブシ川の落差工下流の地

形確認 
円山ウブシ川の落差工の流況確認 

円山ウブシ川魚道設計の打合せ  円山ウブシ川の現地協議  

天塩川合流点付近の河道形状・

流況の確認  

頭首工魚道既設護岸部

石組み現地指導 頭首工魚道下流端部 

石組み施工状況 

下川ペンケ川魚道 施工打合せ 下川ペンケ川頭首工魚道 

石組み現地全景 
頭首工魚道石組み 

現地施工打合せ 
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4-3. 天塩川流域における河川流下物への対策状況 

降雨や融雪等による増水時に流域からゴミや流木等が河川に流出し、河口部や海域の

漁場に到達して、河岸や海岸へ堆積したり、ゴミ等が漁網に引っかかったり、流木が漁

船に衝突するなど、漁業被害や河川環境の悪化をもたらしている。 

現在天塩川では、ゴミ等の不法投棄対策として、ゴミマップの作成やカメラでの監視

とそれを知らせる看板の設置、広報誌への掲載等による啓発活動の実施や、地域住民、

市民団体および関係機関と連携した一斉清掃が行われている。 

写真- 7 に平成 24 年度に実施された NPO 法人やボランティア団体、地域住民による河

川清掃活動を示す。 

  

(1)天塩川上流 

     

 

   

(2)天塩川下流 

   
 

 

写真- 7  地域住民や市民団体・関係機関と連携した一斉清掃状況 
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また、平成 24 年度は、春の融雪出水により流木が発生したため、早急に流木処理（約 830m3）

を実施した。処理前及び処理作業状況について写真- 8～写真- 9 に示す。 

 

処理前

（平成24年5月18日）
 

写真- 8 天塩川河口左岸 河川公園（処理前、処理作業中） 

 

 

（平成24年5月16日）

処理前

 

 

写真- 9  天塩川下流・河口右岸サロベツ（処理前、処理作業中） 

処理作業状況

（平成23年9月12日）
（平成24年5月24日）

（平成23年9月13日）（平成24年5月29日）

処理作業状況
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4-4. 流域住民等への情報提供 

天塩川流域における魚類等の移動の連続性確保の取り組み等については、流域の各関係機

関や住民等に情報提供を行い連携・調整を図っていくべきである。 

1) 「天塩川流域河川にかかわる川の発表会」における情報提供 

天塩川流域の河川環境の保全や河川愛護の意識向上を目的に、流域住民を対象として

「天塩川流域河川にかかわる川の発表会」が 11 月 10 日に開催され、流域 4団体から稚魚

の孵化・放流活動や川の生物調査活動などについて発表が行われた。 

旭川開発建設部名寄河川事務所からは「魚類の移動の連続性確保に向けた取り組み」等

について情報提供が行われた。 

「川の発表会」の開催ポスター  

発表の様子   

写真- 10 「川の発表会」における情報提供 

パネル展示による情報提供
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4-5. サンルダムの魚道施設について 
 

1) サンルダムの魚道について 

 サンルダムの魚道については、ダム湖を通過しないバイパス魚道とし、本川との接続箇所には、降

下してきたサクラマスのスモルトを魚道へ誘導するために、スクリーンを設置する。また、ダム湖岸

沿いには、ダム堤体までバイパス水路を配置する。更に、ダム堤体から下流には、階段式魚道を配置

する。 

各施設においては、鳥類などの外敵に狙われないようにするとともに、引き続き、サクラマスの遡

上・降下に必要な対策の検討を継続することが必要である。 

 なお、魚道の整備にあたっては、整備箇所から順次、調査を実施し、機能の確認を行うとともに、

その結果を踏まえて、必要に応じて施設の改善を行うなど、以下に示すように順応的な対応が必要で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①階段式魚道 

  階段式魚道の形式は、プール式台形断面とし、途中には遡上魚が休憩できる機能を備えた休憩プ

ールを組み合わせるものとする。休憩プールは、サクラマスが階段式魚道を連続して遡上すること

を考慮して配置する。 

  また、階段式魚道の整備にあたっては、周辺環境との調和に配慮することが必要である。 

  更に、発電放流口に迷入防止施設を設置し、魚にとって分かりやすい魚道入口構造とするととも

に、増水時における、階段式魚道下流部の流況の確認を行う。 

図- 19 サンルダム魚道全体平面図 
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階段式魚道イメージ図 階段式魚道平面図

休憩プール

 

堤体下流面

観察窓

発電上屋

休憩プール

 

 

 

側面図

基礎コンクリート

断面図 平面図

 

 

 

②バイパス水路 

  バイパス水路は、開水路を基本とし、地形に合わせて湖岸沿いに配置する。その際、水路内で極

力産卵が行われないように、水面勾配に変化を持たせたり、河床の礫材を固定化することとする。

水路の断面形については、水路の設置予定箇所の地形・地質により素掘り水路、石積み水路、矩形

水路など水路の構造を適宜選定するが、湖畔斜面からの土砂や雪により水路が寸断されることがな

いよう、詳細な検討を行う。 

  また、サクラマスの遡上意欲を刺激するため、縦断的に緩急をつけて配置するとともに、遡上中

の停滞や引き返しが起こらないよう、減勢効果や休息場としての機能をもたせる。そのため、引き

続き、多様な水路幅や、水面波の発生施設の配置など具体的な配置計画の検討や、バイパス水路と

類似する河川でのサクラマスの遡上状況の調査等を行う。 

図- 20 階段式魚道のイメージ図と平面図

図- 21 階段式魚道の構造図 
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延長：約７km

緩

1/2,000

急

1/1,000

緩

1/2,000

急

1/1,000

緩

1/2,000

急

1/1,000

緩

1/2,000

急

1/1,000

緩

1/2,000  
 

 

水路構造：素掘り水路（空石張工）

水
深

：
1
.
2
m

水
深

：
0
.
6
m

流量：1.0m3/s 流速：0.4m/s

流量：0.2m3/s

流速：0.3m/s

バイパス水路イメージ（美利河ダム）  

水路構造 延長 勾配 対象流量 水深 流速 水面幅

素掘り水路
（空石張り）

約７km
平均１／１，７３０

（1/2,000、1/1,000）
１．０m3/s １．２m ０．４m/s ４．０m

 

 

 

③本川との接続箇所 

  本川との接続箇所については、スモルトの降下対策として、スクリーンを設置する。本川との接

続箇所では、河川水とスモルトを取り入れ、スクリーン設置箇所において余剰水とスモルトを分離

して、余剰水のみを本川に放流し、スモルトと適正水量を魚道に誘導・導水する。 

  なお、スクリーンについては、流下してきた塵芥物の付着による目詰まり対策を行う。よって、

スモルトの降下期における確実な目詰まり対策や維持管理体制を踏まえて、現地での状況を確認し

ながら整備を進める。 

図- 22 パイパス水路の平面図と縦断勾配 

図- 23 バイパス水路の構造及び水深等 
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開水路
約176m

U型水路
約42m

ｶﾙﾊﾞｰﾄ
約95m

U型水路
約22m

開水路
約97m

平面図

越流水深０．３m以上

6.
3
m

0.
8m

5.0m

H=0.3m B=0.6m

カルバート部断面図

40m

1/230

流速１．５m/s以下

越流水深０．３m以上

隔壁部縦断図

開水路部断面図

水深０．３m以上

5.0m

0
.9

m

A-A断面

 

 

 

④転流工 

  ダム本体工事期間中は、サンル川の一部をダム堤体内の転流工に切り替えることから、転流工に

おいても、魚類の移動に配慮するため、流速の制御や水深の確保のための隔壁、暗闇による遡上障

害を防ぐための照明設備を設置する。 

  特に、転流工における多様な流況の創出や、サンル川との一体性へ配慮した接続部の工夫などに

ついて、引き続き詳細な検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 24 本川との接続箇所の平面図と断面図 

図- 25 転流工の平面図と構造図 
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2) 魚道機能の確認に向けて 

サンルダムの魚道の整備にあたっては、整備箇所から順次、調査を実施し、機能の確認を行うとと

もに、その結果を踏まえて、必要に応じて施設の改善を行うなど、順応的な対応が必要である。 

 基本的には、ラジオテレメトリー調査やビデオ撮影などにより、サクラマスの遡上・降下の実態を

把握することとするが、今後、調査計画を策定することとし、詳細な調査手法等について引き続き検

討を行う。 

なお、ダム本体完成後において施設の効果を把握・検証するまでの措置として、スモルト降下期の

貯水位を低下させる運用（暫定水位運用）を行う。 

従来の流域調査（幼魚密度・産卵床など）

工事期間

ダム工事

試験湛水

施設整備

施設の機能確認調査（遡上・降下）

施設整備とともに、

機能確認調査を実施

必要に応じて
改善

整備箇所から順次、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能確認の基本的な考え方】 
・機能確認のための調査計画は、専門家会議での審議を踏まえて策定 
・各箇所の整備完了に伴い、それぞれ順次機能確認調査を実施 
・調査結果については、専門家会議での分析・評価を踏まえて公表 
・課題がある場合は、専門家の指導に基づき改良や調査手法の検討等、必要な措置を 
講じ、再び機能確認調査を実施 

【確認事項】 
①階段式魚道（台形式） 
・サクラマス親魚の魚道入口への誘導状況及び階段式魚道での遡上を確認 
・スモルトの降下を確認 
②バイパス水路 
・サクラマス親魚の遡上を確認 
・スモルトの降下を確認 
③本川との接続箇所 
・サクラマス親魚の遡上を確認 
・スモルトの降下及び分水機能を確認 

【調査手法】 
○サクラマス遡上調査 
・ラジオテレメトリー調査またはビデオ撮影 
○スモルト降下調査 
・ラジオテレメトリー調査またはビデオ撮影 
・スクリュートラップ調査 
・スモルトダム湖流下調査（刺し網等） 

図- 26 機能確認の進め方（イメージ） 
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・ラジオテレメトリー調査

・ビデオ撮影調査

体内に発信機を装着
探査状況

・スモルトダム湖流下調査（刺し網等）

刺し網概略図 刺し網採捕状況

・スクリュートラップ調査



32 
 

 

4-6. 三次元水循環シミュレーションモデルによる美深橋下流左岸の掘削に関する解析 
 

1) これまでの検討の概要 
 

天塩川流域における地表水および地下水の特性を把握するため、平成 21 年度に図- 27 に

示す天塩川全流域（5,590km2）を対象とした三次元水循環モデルの構築を行った。本モデル

により、地下水の流れだけではなく地表水の流れを再現することが可能である。 

地表水

地下水

天塩岳

天塩港

 
図- 27 天塩川流域における三次元水循環モデル 

表- 5 に示すように、平成 21 年度に天塩川流域の三次元水循環モデルの構築を行った

うえで、平成 21～22 年度に平年的な降水量の年、および豊水年、渇水年についての地下

水と流況の特性把握をおこなった。また、平成 23 年度は、平年的な降水量であった平成

16 年（2004 年）のデータを用いて、サケふ化場の位置と地下水流出量等との関係につい

て検討を行った。 

 

表- 5 これまでの検討の概要 

これまで 

の検討 

H21 年度 年降水量がほぼ平年値に近い平成 16 年の流況で解析 

H22 年度 豊水年（平成 18 年）、渇水年（平成 19 年）の流況で解析 

H23 年度 平成 21 年度に実施した解析をもとにふ化場と地下水の関係について検討
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2) 平成 24 年度の検討の概要 

H21 年度の美深橋下流左岸の河道掘削では、掘削箇所に平瀬が創出し、水際では冬場でも

水温の高い地下水が流出する環境となり、サケの最適な産卵場となっていることが既往調査

（図- 29 参照）で確認されており、その整備方法によっては魚類等の生息産卵環境の創出と

しても有効な場合があることが分かった。そこで、河道掘削事業による河床への地下水流出

状況の変化が、魚類等の生息環境にどのような影響をもたらすのかについて検討を行う。 

検討内容としては図- 28 に示すフローに基づき、平成 21 年度に構築した水循環モデルを

用いて天塩川流域全体の水循環解析及び水・熱連成解析を行った後、特に美深橋下流の河道

掘削に伴う詳細な地下水流出状況を把握するため、美深橋周辺の河道付近の詳細メッシュを

構築して、河道掘削に伴うその後の地下水の流出状況及び水温の変化について検討を行った。 

表- 6 検討の概要 

 

全体の検討の流れ

美深橋付近における
水循環及び水・熱連成解析

②平成21年度掘削後

美深橋付近における
水循環及び水・熱連成解析

①掘削前

天塩川流域全体における
水循環及び水・熱連成解析

H24年度検討

  

図- 28 検討の流れ 
 

断面拡幅によって生じた礫堆積・入り江区間

サケを求め猛禽類が飛来 水面が凍結しない所が採餌場

美深橋下流左岸掘削状況

美深橋下流左岸掘削状況

産卵床（少）

産卵床（多）

妹尾委員 提供資料

（平成23年1月11日調査）

 
図- 29 河道掘削区間におけるサケの産卵状況 

本年度の検

討 
H24 年度 

美深橋周辺における河道掘削による現況の再現検討（掘削前及び平成 21

年度掘削後） 

既存データとの整合

気象水文データ等

解析値と実測値が
合っているかYes

No

地盤中の熱伝導率
地温勾配
地下水流速

水循環及び水・熱連成解析の流れ

融雪降水量、
地下水涵養時の
水温等の設定

水循環及び
水・熱連成解析

解析結果
（地下水流出量、水温等）

出力

解析結果検討

※２ 

※１ 

 ・水温とは、地表面直下及

び河床直下の水温のこと

を指す  

※１ 

※２ 

 ・流域全体の解析：河川流量 

との整合 

 ・美深橋付近の詳細解析：H23 

年 1月観測の地下水温との 

整合 
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具体的には、図- 30 示す美深橋周辺において河道付近の詳細メッシュを構築（図- 32 参照）

して、降水量、河川流量、気温、地盤中の熱伝導率、地温勾配、地下水流速等のパラメータ

（図- 33 参照）を用いて、美深橋下流の河道掘削（H21 年度施工）箇所の地下水流出状況及

び水温変化（H22～23 年）について検討を行った。検討結果については、平成 23 年 1 月観測

の地下水温（図- 31 参照）との確認を行った。 

天塩川全域 美深橋周辺

H21年度
河道掘削箇所

美深橋周辺
詳細検討範囲

（参考） 美深橋周辺（従来メッシュ）

メッシュの
再構築

（詳細なメッシュ
で検討）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 30 天塩川流域における河道掘削による影響検討範囲 

 

 

天塩川 河道掘削区域 （礫堆積）

地下水

掘削前の地盤

掘削敷高

河道掘削区間(断面拡幅区間)では、水の作用で礫堆積・入り江形成

本川でのサケ産卵場
(伏流水、地下水が湧出する箇所)

中洲・入り江でのサケ産卵場
(地下水が湧出する箇所)

①河川水-0.3℃
産卵床内
8.0℃前後

②伏流水7.0℃

③伏流水
8.0～9.0℃

④入り江5.9℃

⑤伏流水
7.7～9.0℃

⑥伏流水
8.0～9.4℃

⑦地下水
8.0～9.5℃

産卵床内
8.0～9.0℃

現況地盤

断面模式図  

図- 31 河道掘削箇所における地下水温等実測結果 

上流下流

平成21年度掘削箇所

美深橋

②

①

②掘削箇所から美深橋を望む

平成21年度掘削箇所

①上流から下流側を望む
平成21年度掘削箇所

妹尾委員による水温実測結果 

（平成 23年 1 月 11 日調査） 
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美深橋周辺の解析モデルは、レーザープロファイラー（航空レーザー測量）による DEM（Digital 

Elevation Model：数値標高モデル）を基に、平成 19 年度に行った測量を用いて河道の掘削状

況を反映できる解析メッシュとし、解析・境界条件等は、図- 33 のとおり設定した。 

掘削前 掘削後

 

上流

下流

第四紀
堆積層群

鮮新統
基盤岩類Ⅱ

美深橋周辺の地質モデル

下流

上流

美深橋周辺の地形モデル
 

図- 32 美深橋周辺の解析モデル 

○流体物性                            ○水理・熱物性 

流

体
条

件

地表水流動 マニング型の平均流速公式による

地下水流動 一般化ダルシー流れ

流体系 水、空気、熱の2相3成分流動系

水

密度*1 1.0 [g/cm3]

粘性係数*1 1.0×10-3 [Pa･s]

圧縮率*1 0.45 [GPa-1]

空気

密度*1 1.3×10-3 [g/cm3]

粘性係数*1 1.82×10-5 [Pa･s]

圧縮率 容積係数として入力（圧力の逆数に比例）

   

○境界条件および初期条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 33 解析・境界条件及び初期条件 

出典：

*1 理科年表、他
*2 地質区分は、水理地質図「稚内」、「名寄」（北海道立地質研究所）、他による

*3 地下水ハンドブック、水理公式集、理科年表、他
*4 地下水ハンドブック、水理公式集、既存調査研究資料、他
*5 理科年表、既存調査研究資料、他

*6 国土数値情報 細分メッシュ土地利用、地下水ハンドブック、他

境
界
条
件

モデル上面 標準大気圧固定境界

モデル側方境界 閉境界

モデル底面 閉境界

初
期
条
件

水・空気 既往の水、空気、塩分の2相3成分の定常状態における空気
圧力および水飽和度を割当て、初期状態とする

熱 地表：美深観測所の平年気温（5.5℃）を用い、標高による
気温減率を考慮して領域全体に分布させる（気温減率
の値は-0.0061とした）

地下：地表面の温度より、地温勾配に従って上昇していく
プロファイルをモデル底面までの全領域に分布させる
（地温勾配は0.037とした）
モデル底面は、初期温度の温度固定境界とする

H24解析メ
ッシュ

(参考)
従来メッシュ

横断方向 約10～150m 約80～350m

縦断方向 約30～150m 約90～300m

地表面メッシュ数 6,372 361

格子数 172,044 9,747

地盤

条件*2

密度*3 2.5 [Mg/m3]

圧縮率*3 0.1 [GPa-1]

絶対

浸透率*4

表土層

泥炭
第四系堆積層群

更新統Ⅰ・Ⅱ
鮮新統
基盤岩類Ⅱ

基盤岩類Ⅰ

1.00×10-2 [cm/s]

1.00×10-5 [cm/s]
4.00×10-3 [cm/s]

2.00×10-4 [cm/s]
1.00×10-6 [cm/s]
9.07×10-7 [cm/s]

1.00×10-7 [cm/s]

有効

空隙率*4

表土層

泥炭
第四系堆積層群

更新統Ⅰ・Ⅱ
鮮新統
基盤岩類Ⅱ

基盤岩類Ⅰ

0.50

0.30
0.50

0.40
0.30
0.30

0.20

比熱*5 1.0 [kJ/kg･K]

熱伝導率*5

表土層

泥炭
第四系堆積層群

更新統Ⅰ・Ⅱ
鮮新統
基盤岩類Ⅱ
基盤岩類Ⅰ

0.90 [W/m･K]

0.90 [W/m･K]
0.90 [W/m･K]

1.20 [W/m･K]
1.20 [W/m･K]
1.70 [W/m･K]

1.70 [W/m･K]

土地

利用

等価

粗度*6

田

森林
建物

その他用地
海浜
ゴルフ場

1.00

0.60
0.03

0.03
0.03
0.30

農用地

荒地
幹線交通

河川・湖沼
海水域

0.30

0.30
0.03

0.03
0.03
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3) 検討結果 

検討対象期間としては、平成 22 年度観測の美深橋付近の水温データを使用するため、

サケの遡上が始まる平成 22年 8月から幼魚が海へ降下する平成 23年 6月までの期間を対

象とした。 

(1) 美深橋周辺における地下水湧出量の変化 

水循環モデルを用いた解析の結果、美深橋周辺は、山地に囲まれた低地であるため、

台地と低地との境界や、河川等の地下水湧出域において地下水が湧出する状況である。河

道掘削の有無による地下水湧出量の変化を把握するため、河道掘削をしなかったと仮定し

た場合との比較を行った結果は図- 34 に示すとおりであり、河道掘削により、地下水湧

出量が 10mm/日以上の範囲が形成され、地下水湧出量が増加している状況となっている。 

平成23年1月4日地下水湧出量（掘削前）平成23年1月4日地下水湧出量（天塩川全域） 平成23年1月4日地下水湧出量（掘削後）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 34 美深橋周辺における地下水湧出量の変化 
 

平成23年1月4日地下水湧出量（掘削後）平成23年1月4日地下水湧出量（掘削前）
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(2) 美深橋周辺における河川水温の変化 

水循環モデルを用いた解析の結果、河床や台地と低地の境界で水温が高い傾向となり、

美深橋周辺の水温は年平均気温である 6℃前後を示した。美深橋周辺は山地に囲まれた低

地であるため、地下水湧出域である河床等において比較的水温の高い深層地下水が湧出す

る状況になったと考えられる。 

また、河道掘削の有無による河川水温の変化を比較した結果は図- 35、及び図- 36 に

示すとおりであり、河道掘削で平瀬が創出されることにより、地下水湧出域が広がり、比

較的水温の高い深層の地下水がより湧出する状況となった。平成 23 年 1 月 4 日における

掘削後の水温は約 8.5℃であり、これは現地の水温実測結果（図- 31）と整合している。 

一方、掘削前の水温としては約 7℃と推定され、このため、掘削後の水温は、掘削をし

なかった場合の水温に比べ、約 1.5℃程度上昇するものと推定された。 

平成23年1月4日水温（掘削前） 平成23年1月4日水温（掘削後）平成23年1月4日水温（天塩川全域）

掘削箇所において
水温が上昇

水温（℃） 水温（℃） 水温（℃）

水温グラフ
の地点

水温グラフ
の地点  

 

平成23年1月4日水温（掘削前） 平成23年1月4日水温（掘削後）

水温（℃）水温（℃）

 

図- 35 美深橋周辺における水温の変化 
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水温（℃）

平成23年1月4日水温（掘削後）

 

 

 

 

 

 

 

図- 36 美深橋下流左岸の掘削前・後の河川水温の変化 

 

平成23年1月4日水温（掘削前）

平成23年1月4日水温（掘削後）

平瀬の創出
水温の上昇

水温（℃）

水温（℃）

 （℃）

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

8/1 9/1 10/1 11/1 12/1 1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1

水

温 

掘削前

掘削後

H22 年 H23 年 

約1.5℃上昇

水
温

（
℃

）
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(3) 河道掘削による地下水流出のまとめ 

美深橋下流左岸での河道掘削について、三次元水循環シミュレーションを用いて河床へ

の地下水流出状況及び河川水・地下水温について解析した結果は以下のとおりである 

美深橋周辺は、山地に囲まれた低地であるため、台地と低地の境界や河床等が地下水湧

出域となっており、比較的水温の高い深層の地下水が湧出している状況となった。 

また、美深橋下流左岸の河道掘削により、地下水湧出域が広がり、比較的水温の高い深

層の地下水の湧出量が増えたと考えられる。  

 

なお、本解析では、水循環の水温に注目したが、魚類の生息環境への影響因子として、

河川の水質や物理環境（河道の状況等）、生態等も重要である。 
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5. まとめ 

平成 24 年度は、以上のように流域全体のサクラマス産卵床調査や生息密度調査のほか、

サンル川での産卵床調査など、主にモニタリング調査を継続的に実施し以下のとおりの結果

が得られた。 

 

【天塩川流域における魚類調査結果】 

・ 天塩川流域のサクラマス幼魚生息密度調査では、流域全体としては平成 20、21 年度と同

様に高い値であり、上・中・下流の流域ごとの平均値についても差が少なく高い値であっ

た。また、施設改善が行われた支川などで生息密度の増加が見られた。 
 

・ 天塩川流域のサクラマス産卵床調査では、調査をおこなっているほとんどの河川で経年的

に産卵床を確認しており、魚道を設置・改善した河川では、施設上流部において産卵床を

確認した。 
 

・ ペンケニウプ川のサクラマス産卵床調査では、支川に設置された魚道やスリット化した治

山ダム上流にも産卵していることが確認され、魚道の効果は十分にあることが窺えた。降

雨が少なく6月～9月のサクラマス遡上期に取水堰を越流する河川水量がほとんどない状

況であったが、産卵場が支川の最上流域にまで達していることから 5 月の融雪増水時にも

遡上しているものと考えられ、年々産卵床数は増加していることから、今後、産卵域が徐々

に拡大していくことが期待される。 
 

・ サンル川流域の平成 14～24 年の同一調査区間におけるサクラマス産卵床確認数は近年減

少傾向である。 

 

【カワシンジュガイ類の調査結果】 

・ カワシンジュガイ類の幼生放出時期を確認する調査（平成 22～24 年度）では、カワシン

ジュガイは 5 月中旬から 7月下旬、コガタカワシンジュガイは 5 月下旬から 7月下旬に幼

生放出を確認した。 
 

・ カワシンジュガイ類の移植後のモニタリング調査をおこなった結果、移植数を上回る個体

数が確認されており、生息環境は維持されているものと考えられる。 

・ 今後、カワシンジュガイ及びコガタカワシンジュガイを移植するときは、3ヶ年にわたる

幼生放出調査結果及びモニタリング調査結果を踏まえて、幼生放出時期（5 月下旬～7 月

下旬）を避けた移植時期を選定して移植適地に移植すべきである。 

 

【魚類の移動の連続性に関する取組状況】 

・ 関係機関が連携して、魚類等の生息環境保全に向けた効果的な取り組みを行うための技術

力向上や情報共有を目的として、昨年に引き続き「天塩川流域～森と海に優しい川づくり

ワークショップ」を開催した。 

・ 魚道ワーキングとして、遡上環境の改善に向けた施設の設計について現地での調査や協議、

施工時の現地指導、改善した施設の機能確認等を施設管理者や設計担当者とともに実施し

た。 

・ サンルダム周辺の環境対策については、これまでに流域内や他河川での各種調査結果や知
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見などを踏まえて検討を進めてきたが、引き続き魚道における具体的な対策や調査を行う

ことが必要である。また、施設整備状況に応じて機能の確認を行うこととするが、引き続

き専門家会議の委員の指導を踏まえて進めること。 

 

【天塩川流域における河道掘削に伴う地下水流出について】 

・ 美深橋下流の河道掘削をおこなった事例では、地下水湧出域が広がり、比較的水温の高い

深層の地下水の湧出量が増えたと考えられる。 

 

 

6. 今後の課題 

今後、魚類等の生息環境保全に関する具体的な検討項目としては、中間とりまとめに記述

した今後の取り組むべき内容のほか、以下の課題が考えられる。 

 

・ サクラマス幼魚生息密度やサクラマス産卵床調査については経年的に調査を行っている

が、流況等生息環境の経年的変化があり、魚道の設置効果を把握する上でも今後もモニタ

リング調査を継続する必要がある。特に、ペンケニウプ川試験魚道については、上流に良

好な生息環境が広く存在することから引き続き重点的なモニタリング調査をおこなう必

要がある。 
 

・ 今後も各関係機関等との情報共有を行うとともに、魚道の設置・改善にあたっては専門家

を通した技術協議を行い魚道機能の向上を図る必要がある。 
 

・ 過年度までに移植したカワシンジュガイ類について、移植箇所における生態及び再生産状

況を把握するため、幼生放出試験を実施することが望ましい。 
 

・ 河川に流出するゴミや流木等の流出について、今後も各種対策を継続していく必要がある。 
 

・ サンルダムの魚道の整備にあたっては、整備箇所から順次、調査を実施し、機能の確認を

行うとともに、その結果を踏まえて、必要に応じて施設の改善を行うなど、順応的な対応

が必要である。 
 

・ 洪水対策として実施している河川蛇行部の整備は、その整備方法によっては魚類等の生息

産卵環境の創出としても有効な場合があり、引き続き取り組みを進めていく必要がある。 
 

 

なお、平成 25 年度以降も、各種モニタリング調査や課題について検討を行った結果を年

次報告書として取りまとめることとする。 

 

 

 

 

 


